
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

中坪の清水庵に明治９年に作られた「さすらいの俳人」井上井月の俳額があります。 

当人も含めて全部で８９句があり、ここで句会が行われたといわれています。境内に石碑も建てられており、

そこには井月の句「旅人の我も数なり花ざかり」があります。 

今年も俳人井月を偲んで句会を行います。初心者歓迎です。多くのみなさんの参加を呼びかけます。 
 
句会期日：３月２８日（土）午後１時００分～３時０0分  

会  場：手良公民館 研修室 

講  師：篠田 洋子先生 

参加申込：3月１３日（金）俳句と一緒に手良公民館まで 
＊句会の後、講師の篠田先生を囲んで懇親会を行います。 

つきましては皆様より俳句を募集します。 
 

 

 

 

 

 

井上井月を偲んで第２７回句会応募用紙 『締め切り３月１３日（金）』 

住  所 氏 名（ふりがな） 

〒    － 

 

常会名（        ） 

 

氏名公表  可 ・ 不可（どちらかに○を） 

公表できない場合はペンネームをお書き下さい 

（                 ） 

 

 

電話番号 

作   品 

 

句会参加 篠田先生を囲んで懇親会 

出     欠 出     欠 

第１回の句会より２７年がたとうとしています。 

毎年同会の他、「清水まつり」「瓜天王」「村まつり」に向けてそれぞれ俳句を募集しています。毎回３０句

ほどが集まり、新しい人も増えています。また「吟行」も２３回目を数えます。 

応 募 規 定：雑詠（なんでも）１句  小中学生も大歓迎です。 

締 め 切 り：3月13日（金） 下記応募用紙で手良公民館まで 

問い合わせ：手良公民館（電話７２－２７５５） 

共   催：井上井月を偲ぶ句会（高橋忠 ℡・FAX７８－０９４３・携帯090‐4591‐7153） 

公民館だより 令和８年３月号         手良公民館（てらとぴあ）発行 


